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 はじめに

VSL協会建築技術部会では、「VSL工法　標準設計シート　建築編」の初版を1990年1月に発行し、

1997年に再発行し、2012年には全面的な改定をいたしました。皆様にはプレストレストコンクリート構造の計画時や

設計時の便覧として、ご活用をいただいております。現在、改定から10年近く経過し、新規開発された定着具

E6-9シリーズも追加されました。ついてはこの度内容を見直しすることにしました。

主要な見直し点は以下の通りです。

・現在のVSL工法設計施工基準に内容を合致させました。

・緊張端用の定着具に、E6-9を加えました。

・固定端用の定着具に、PタイプおよびPAタイプを追加しました

・柱最小幅寸法算定図および桁梁と定着具配置間隔にE6シリーズを追加しました。

これらの資料をご利用いただき、なお一層VSL工法をご活用していただければ、関係者一同にとりまして

この上ない喜びでございます。

2021年　12月

編　　　　集 VSL協会建築技術部会

部会委員長 ㈱建研 吉田　雅彦
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㈱大林組 矢島　雄一

鹿島建設㈱ 尾崎　悦広
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㈱安部日鋼工業 竹中　秀樹

SMCﾌﾟﾚｺﾝｸﾘｰﾄ㈱ 山川　  亨

巴機械工業㈱ 荒尾　宣夫

同　　上 高倉　　聡 事　務　局 VSL JAPAN㈱ 南　伊三男

VSL JAPAN㈱ 関口　尚明

同　　上 太田　隆治 （順不同）

ｵﾘｴﾝﾀﾙ白石㈱



1- 1 ユニット構成諸元（SWPR7BLφ12.7, E5）

1- 2 　　　　〃　　　　　 （SWPR7BLφ15.2, E6）

2- 1 定着具寸法（緊張端, E5-7,E5-12）

2- 2 　　　〃　　　（緊張端, E6-7,E6-9）

2- 3 　　　〃　　　（緊張端, E6-12）

2- 4 　　　〃　　　（緊張端, EC5-7,EC5-12,EC6-12）

2- 5 　　　〃　　　（固定端, PP5-7,PP5-12）

2- 6 　　　〃　　　（固定端, PP6-7,PP6-9）

2- 7 　　　〃　　　（固定端, PP6-12）

2- 8 　　　〃　　　（固定端, P5-7,P5-12）

2- 9 　　　〃　　　（固定端, P6-7,P6-9）

2- 10 　　　〃　　　（固定端, PA5-7,PA5-12）

2- 11 　　　〃　　　（固定端, PA6-7,PA6-9）

2- 12 　　　〃　　　（固定端, PA6-12）

3- 1 定着具固定寸法（埋込型, 突出型） E-5

3- 2 E-6

3- 3 ECタイプ

4- 1 柱鉄筋本数と柱幅最小寸法算定式（埋込型定着, E5-7～12,E6-7～12）

4- 2 定着具最小配置算定式（埋込型定着, 最上階柱 ）

4- 3 柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図（埋込型定着, E5-7（1列配線））

4- 4 　　　 　 　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-7（1列配線））

4- 5 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-7（2列配線））

4- 6 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-7（2列配線））

4- 7 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-7（2列配線））

4- 8 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-7（2列配線））

4- 9 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-12,E6-9（1列配線））

4- 10 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-12,E6-9（1列配線））

4- 11 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-12,E6-9（2列配線））

4- 12 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E5-12,E6-9（2列配線））

4- 13 　　　 　 　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-7（1列配線））

4- 14 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-7（1列配線））

4- 15 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-7（2列配線））

4- 16 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-7（2列配線））

4- 17 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-7（2列配線））

4- 18 　　　 　 　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-12（1列配線））

4- 19 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-12（1列配線））

4- 20 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-12（2列配線））

4- 21 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-12（2列配線））

4- 22 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　 （埋込型定着, E6-12（2列配線））

5- 1 桁梁と定着具配置間隔　桁梁主筋1段、PC梁主筋1段

（最上段a1の最小寸法, E5-7,E5-12,E6-7,E6-9,E6-12 ｆｃｐ≧27N/㎜
2
）

5- 2 桁梁と定着具配置間隔　桁梁主筋2段、PC梁主筋2段

（最上段a1の最小寸法, E5-7,E5-12,E6-7,E6-9,E6-12 ｆｃｐ≧27N/㎜
2
）

5- 3 桁梁と定着具配置間隔　最上階柱Head-bar、桁梁主筋2段、PC梁主筋1段

（最上段a1の最小寸法, E5-7,E5-12,E6-7,E6-9,E6-12 ｆｃｐ≧27N/㎜
2
）

6- 1 定着部配筋例（固定端, PP5-12, fcp≧27N/㎜
2
）

6- 2 　　　〃　　　　 （緊張端・固定端, E5-12, fcp≧27N/㎜
2
）

6- 3 傾斜梁定着部配筋例（緊張端・固定端, E5-7, fcp≧27N/㎜
2
）

7- 1 定着部近傍スラブ補強例

7- 2 小梁主筋の大梁への定着例 〃 47

VSL

〃 39

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト

目　次

40

41

標準図

〃

〃 36

〃 37

〃 38

32

〃 33

〃 34

〃

〃 19

標準図 20

算定式 18

参考図 46

VSL-O

〃 5

〃 35

16

17

〃 30

〃 31

7

10

11

12

13

〃

〃

〃

〃

シート記号 項目・内容 図・表 ページ

一覧表 1VSL

〃 4

28

〃 25

〃 26

〃 6

〃 2

一覧図 3

標準図 15

〃 8

〃 9

〃 14

〃 23

〃 24

〃

〃 44

〃 45

VSL

VSL

VSL

VSL

VSL 参考図 43

〃 29

〃

〃 42

〃

〃

21

〃 22

〃 27

〃



PC鋼より線･･･SWPR7BLφ12.7

注） 建築では、　　　　　部分が標準的に多用される。
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PC鋼より線･･･SWPR7BLφ15.2

注） 建築では、　　　　　部分が標準的に多用される。
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a=260 a=330

b=155 b=200

a=230 a=290

b=135 b=165

a=210 a=260

b=125 b=150

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-1
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a=300 a=335

b=170 b=200

a=265 a=295

b=155 b=170

a=240 a=270

b=140 b=155

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値
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a=395

b=220

a=350

b=195

a=310

b=175

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値
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a=190 a=240

b=115 b=150

a=290

b=175

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値
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（側面図）

（側面図・伏図） （伏図）

（側面図）

（側面図・伏図） （伏図）

（注）fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

                  　 PP5-12          （単位：mm）fcp
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（側面図・伏図） （側面図・伏図）

（側面図・伏図） （側面図・伏図）

（注）fcp：プレストレス導入時コンクリート強度
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V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト

                　PP6-7           （単位：mm）                    PP6-9          （単位：mm）

VSL-2-6

定着具寸法 固定端

（N/mm2）

20

φ13-350(7巻）

30

16

75 290

@50

2
6
0
x
2
6
0

φ
1
0
5

φ
2
8
0

30

φ13-350(7巻）

16

75 290

@50

2
3
0
x
2
3
0

φ
1
0
5

φ
2
4
5

16

75 30380

φ13-400(8巻）

@50

φ
1
2
0

φ
3
3
0

2
9
0
x
2
9
0

16

75 30380

φ16-350(7巻）

@50

φ
1
2
0

φ
2
7
0

2
5
0
x
2
5
0
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（側面図）

（伏図）

（側面図）

（伏図）

（注）fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-7

定着具寸法 固定端 PP6-12

fcp                  PP6-12          （単位：mm） （単位：mm）

20

（N/mm2）

（N/mm2）

27

30

30

30

30

340

340

16

75

1675

@60

φ16-480(8巻）

@60

φ16-480(8巻）

340

340

16

75

1675

@60

φ16-480(8巻）

@60

φ16-480(8巻）

φ
1
4
0

φ
1
4
0

φ
1
4
0

φ
1
4
0

φ
3
3
0

φ
3
7
5

φ
3
3
0

φ
3
7
5

3
4
0
x
3
4
0

3
4
0
x
3
4
0

3
0
0
x
3
0
0

3
0
0
x
3
0
0
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a=260 a=330

b=155 b=200

a=230 a=290

b=135 b=165

a=210 a=260

b=125 b=150

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-8

定着具寸法 緊張端 P5-7,P5-12

fcp                     P5-7            （単位：mm）                   P5-12            （単位：mm）

20

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

27

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

36

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

2
2
0
x
2
2
0

φ
2
4
0

φ13-300 (6巻）

@50

80180

280

26020

3667.5

350

2
9
0
x
2
9
0

@50

φ13-350 (7巻）

230 100

20 330

4567.5

φ
3
1
0

1
9
0
x
1
9
0

φ
2
1
0

80180

280

26020

30

@50

φ13-300 (6巻）

67.5

2
5
0
x
2
5
0

φ16-360 (6巻）

@60

230 100

350

20 330

4567.5

φ
2
7
0

1
7
0
x
1
7
0

φ
1
9
0

80180

280

26020

30

@50

φ13-300 (6巻）

67.5

2
2
0
x
2
2
0

φ16-350 (7巻）

@50

230 100

350

20 330

4567.5

φ
2
4
0
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a=300 a=335

b=170 b=200

a=265 a=295

b=155 b=170

a=240 a=270

b=140 b=155

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-9

定着具寸法 緊張端 P6-7,P6-9

fcp                      P6-7         （単位：mm）                      P6-9         （単位：mm）

20

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

27

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

36

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

2
6
0
x
2
6
0

φ
2
8
0

@50

φ13-350(7巻）

40 80180

280

26020

82.5

2
9
5
x
2
9
5

φ
3
3
0

φ13-400 (8巻）

@50

20

45 100

350

330

23082.5

2
2
5
x
2
2
5

φ
2
4
5

@50

φ13-350(7巻）

40 80180

280

26020

82.5

2
5
5
x
2
5
5

φ
2
7
0

φ16-350 (7巻）

@50

20

45 100

350

330

23082.5

2
0
0
x
2
0
0

φ
2
2
0

@50

φ16-350(7巻）

40 80180

280

26020

82.5

2
3
0
x
2
3
0

φ
2
4
0

φ16-350 (7巻）

@50

20

45 100

350

330

23082.5
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a=260 a=330

b=155 b=200

a=230 a=290

b=135 b=165

a=210 a=260

b=125 b=150

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

20

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-10

定着具寸法 緊張端 PA5-7,PA5-12

fcp                     PA5-7            （単位：mm）                   PA5-12            （単位：mm）

配置間隔

27

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

36

定着具最小

（N/mm2）

φ
1
1
0

2
2
0
x
2
2
0

φ13-300 (6巻）

@50

80180

280

26020

3660

φ
2
4
0

67.5

@50

φ13-350 (7巻）

230 100

350

20 330

406067.5

φ
1
5
0

2
9
0
x
2
9
0

φ
3
1
0

φ
1
1
0

1
9
0
x
1
9
0

80180

280

26020

6025

φ
2
1
0

@50

φ13-300 (6巻）

67.5

φ16-360 (6巻）

@60

230 100

350

20 330

366067.5

φ
1
5
0

2
5
0
x
2
5
0

φ
2
7
0

φ
1
1
0

1
7
0
x
1
7
0

80180

280

26020

6022

φ
1
9
0

@50

φ13-300 (6巻）

67.5

φ16-350 (7巻）

@50

230 100

350

20 330

602567.5

φ
1
5
0

2
2
0
x
2
2
0

φ
2
4
0
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a=300 a=335

b=170 b=200

a=265 a=295

b=155 b=170

a=240 a=270

b=140 b=155

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-2-11

定着具寸法 緊張端 PA6-7,PA6-9

fcp                      PA6-7         （単位：mm）                      PA6-9         （単位：mm）

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

36

20

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

27

（N/mm2）

定着具最小

配置間隔

φ
1
4
0

2
6
0
x
2
6
0

@50

φ13-350(7巻）

80180

280

26020

4070

φ
2
8
0

82.5

2
9
5
x
2
9
5

φ
1
5
0

φ13-400 (8巻）

@50

20

45 100

350

330

23070

φ
3
3
0

82.5

φ
1
4
0

2
2
5
x
2
2
5

@50

φ13-350(7巻）

80180

280

26020

3670

φ
2
4
5

82.5

φ
1
5
0

2
5
5
x
2
5
5

φ16-350 (7巻）

@50

20

100

350

330

2304070

φ
2
7
0

82.5

φ
1
4
0

2
0
0
x
2
0
0

@50

φ16-350(7巻）

80180

280

26020

2570

φ
2
2
0

82.5

φ
1
5
0

2
3
0
x
2
3
0

φ16-350 (7巻）

@50

20

100

350

330

2303270

φ
2
4
0

82.5
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a=395

b=220

a=350

b=195

a=310

b=175

（注）

fcp：プレストレス導入時コンクリート強度

　　 ａ = 定着具最小間隔，ｂ = 定着具中心から部材端までの距離の最小値

VSL-2-12

定着具寸法 緊張端 PA6-12

fcp                      PA6-12         （単位：mm） （単位：mm）

配置間隔

（N/mm2）

定着具最小

定着具最小

配置間隔

36

（N/mm2）

20

定着具最小

27

（N/mm2）

配置間隔

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト

φ
1
7
0

3
4
5
x
3
4
5

@60

φ16-480(8巻）

100360

480

20 460

55

φ
3
7
5

8084.5

φ
1
7
0

3
0
0
x
3
0
0

@60

φ16-480(8巻）

100360

480

20 460

80 45

φ
3
3
0

84.5

φ
1
7
0

2
6
0
x
2
6
0

@60

φ19-480(8巻）

100360

480

20 460

80 36

φ
2
9
0

84.5
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埋込型

スリーブ鋼管寸法表

アンカーヘッド

スリーブ長さ ａ H

mm mm

× 45

× 50

× 50

× 50

× 55

× 60

× 75

突出型

216.3 5.8 150

130

190.7 5.3 130

139.8 4.5

130

114.3 4.5 130

114.3 4.5

130

114.3 4.5 130

89.1 2.8

mm mm

定着具ユニット スリーブ鋼管

ストランド径 φ ｔ

12.7mm

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-3-1

定着具固定寸法 埋込型，突出型

E5-12

E5-19

E5-1

E5-2

E5-3

E5-4

E5-7
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埋込型

スリーブ鋼管寸法表

アンカーヘッド

スリーブ長さ ａ H

mm mm

× 50

× 60

× 60

× 60

× 60

× 65

× 75

突出型

mm mm

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-3-2

定着具固定寸法 埋込型，突出型

101.6 4.2 130

定着具ユニット スリーブ鋼管

ストランド径 φ ｔ

4.5

139.8 4.5 130

89.1 2.8 130

130114.3

165.2 5.0

190.7 5.3 140

140

216.3 5.8 155

E6-7

15.2mm

E6-3

E6-4

E6-9

E6-12

E6-1

E6-2
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埋込型

スリーブ鋼管寸法表

板厚 アンカーヘッド

φ ｔ スリーブ長さ ａ B H

mm mm mm mm mm

× 9 55

× 9 60

× 12 75

突出型

4.5

5.3

5.8

130

130

155

EC5-12

EC6-12 216.3

190.7

VSL-3-3

定着具固定寸法 埋込型，突出型

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト

定着具ユニット スリーブ鋼管

139.8

ストランド径

15.2mm12.7mm

EC5-7
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定着具間隔（mm）

E5-7 E6-7

E5-12 E6-9

E5-7 E6-12

E5-12 E6-7

E5-7 E6-9

E5-12 E6-12

E6-7

E6-9

E6-12

(注1） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

295

405

265290 305

230

D25 D29

355 380

300 325

235 250 380

定着具間の鉄筋本数と定着具間隔（A）

（但し、fcp≧27N/mm2）

D25 D29

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-1

柱鉄筋本数と柱幅最小寸法算定式 埋込型定着
E5-7,E5-12

E6-7,E6-9,E6-12

A1

A2

A3

260 275

315 325

290

D32 D35

345

395

370

420

D32 D35

370 395

395 420A1

A2 305 315 325

275

325 355

355 380

425 445

290 300

A3

265

295

350

350

A1

a1 a3a2

Dh

Bc/2

3dh

50

A2

A3

A

sφ sφ

1列タイプ：Bc/2=a1+a2+a3＋sφ/2
2列タイプ：Bc/2=a1+a2+a3＋sφ/2+A/2

但し､a1=(50+Dh+1.5dh)-(1.5dh-Dc/2)/√2

a2=(1.5･dc+Dc)･（n-1）
a3=Dc/2

Dc = 柱主筋最外径
D25(28)､D29(33)､D32(36)､D35(40)

（ ）内は最外径
dc = 柱主筋の呼び名の数値
Dh = 帯筋の最外径

D10(11)､D13(14)
dh = 帯筋の呼び名の数値
sφ= スリーブの最外径

E5-7(139.8)､E5-12(190.7）
E6-7(165.2)､E6-9(190.7)､E6-12(216.3)        

A  = 定着具間隔
Bc = 柱幅
n  = 定着具より外側(片側)の主筋本数

- 18 -



定着具を曲げフックの下側に納める場合 定着具を曲げフック区間内で納める場合

By = 50 + Dc + 6dc + Ap/2 Bx = B1 + B2 + B3 + Ap/2

B1=(50+Dh+1.5dh)-(1.5dh-Dc/2)/√2

B2=(4dc+Dc)√2

B3=Dc/2

(注1） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-2

定着具最小配置算定式 埋込型定着 最上階柱

定着具を曲げフックの下側に納める場合
の定着具の垂直最小寸法(By)

定着具を曲げフック区間内で納める場合
の定着具の水平最小寸法(Bx)

Dc = 柱主筋最外径 D25(28)､D29(33)､D32(36)､35(40)
dc = 柱主筋の呼び名の数値
Dh = 帯筋の最外径 D10(11)､D13(14) （ ）内は最外径

dh = 帯筋の呼び名の数値

Bx

p

pA

A /2

B3B2B1

Dh

p

y

p

p

Dc

B

A

D
c

2
dc

4
dc

A
 /
2

A

5
0

３
dh

50

4d
c
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（1列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-3

6本 4本 4本 4本

6本 6本 4本 4本

4本 4本 4本 4本

D25

4本 4本

D29 D32 D35

60
0

30
0

30
0

65
0

32
5

32
5

1
3
9
.8

1
3
9
.8

55
0

27
5

27
5

1
3
9
.8

50
0

25
0

25
0

1
3
9
.8
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（1列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-4

D25 D29 D32 D35

6本 6本 6本

8本 6本 6本 6本

8本 8本 6本 6本

8本 8本 6本

4本

8本

70
0

35
0

35
0

1
3
9
.8

75
0

37
5

37
5

1
3
9
.8

80
0

40
0

40
0

1
3
9
.8

85
0

42
5

42
5

1
3
9
.8
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-5

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（2列配線）

D25

5本

D29

6本

5本

D32 D35

5本

6本 6本

4本

5本 4本

4本4本

70
0

23
0
23
5

23
5

75
0

23
0

26
0

26
0

75
0

1
3
9
.8

1
3
9
.8

23
0

23
0

24
0

70
0

1
3
9
.8
1
3
9
.8

1
3
9
.8

1
3
9
.8

25
5

1
3
9
.8

25
5 1
3
9
.824
0

23
0

25
0

25
0

23
0

28
0

28
0

26
0
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（2列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-6

D25 D29 D32 D35

5本 5本 5本

7本

6本 6本8本

6本

7本

5本

7本

6本

6本

6本

23
0

23
0

31
0

31
0

80
0

80
0

28
0

28
0

24
0

1
3
9
.8
1
3
9
.8

23
0

23
0

25
0 1
3
9
.8

25
0

1
3
9
.8

30
0

1
3
9
.8

1
3
9
.885
0

30
5

1
3
9
.8

30
5 1
39
.824
0

85
0

26
0

28
0

23
0

33
0

25
0

25
0

26
0
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-7

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（2列配線）

D25 D29 D32 D35

7本 7本

8本

8本

7本

8本 6本

5本

7本 7本

6本

5本

7本

9本

9本 7本

23
0

33
5

33
5

95
0

25
0

95
0

23
0

36
0

36
0

26
0

1
3
9
.8

1
3
9
.8 23
0

23
0

23
0

90
0

25
0

90
0

30
0 1
3
9
.8
1
3
9
.830
0

30
0

28
0

1
3
9
.8

1
3
9
.8 23
0

23
0

23
0

32
5 1
3
9
.8

32
5

1
3
9
.8

30
0

28
0

35
0
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-7（2列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-8

D25 D29 D32 D35

10本 8本

9本

8本 8本

7本 7本
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-9

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-12、E6-9（1列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-12、E6-9（1列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

(注3） ※印はE5-12のみ有効

埋込型定着 E5-12、E6-9（2列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-11

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E5-12、E6-9（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-7（1列配線）
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4本 4本 4本

6本 4本 4本

4本 4本 4本

D25

4本

D29 D32 D35

4本

4本

60
0

30
0

30
0

65
0

32
5

32
5

55
0

27
5

27
5

50
0

25
0

1
6
5
.2

1
6
5
.2

25
0

1
6
5
.2

1
6
5
.2

- 30 -



(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-14

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-7（1列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-15

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-7（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-7（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-17

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-7（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-18

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-12（1列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-12（1列配線）

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-19
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-20

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-12（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-4-21

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-12（2列配線）
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(注1） fcp = 27 N/mm2 以上

(注2） 鉄筋のかぶりは50mm、柱帯筋の径をD13とした場合

柱鉄筋本数と柱最小幅寸法算定図 埋込型定着 E6-12（2列配線）
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<桁梁主筋１段，ＰＣ梁主筋１段> <桁梁主筋２段，ＰＣ梁主筋１段>

a1　寸法リスト(mm) a1　寸法リスト(mm)

Ds ： スターラップ最外径 D13(14)

Dg ： 梁主筋最外径 D25(28) ， D29(33) ， D32(36) ， D35(40)

Dc ： 柱主筋最外径 D25(28) ， D29(33) ， D32(36) ， D35(40)

dg ： 梁主筋の呼び名の数値

dc ： 柱主筋の呼び名の数値

Ap ： 支圧板寸法

190

E6-12

300

E6-9

255

E6-7

225

E5-12

250

E5-7

D35 290

310

330

D25

D29

D32

250

260

270

280

340

350

E5-7 E6-7主筋径 主筋径 E5-7E5-12 E6-12

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-5-1

桁梁と定着具(埋込型)配置間隔 最上段ａ１の最小寸法
E5-7,12  E6-7,9,12

fcp≧27N/mm2

E6-9

250

260

270

280D35

250

260

270

270

a1=50+Ds+2Dg+Ap/2

240

250

250

260

220

230

240

240

270

280

290

300

D25

D29

D32

a1=50+Ds+2Dg+1.5dg+Ap/2

E6-9

290

310

320

330

290

300

320

E6-7

270

290

300

310

E5-12 E6-12

桁
梁
せ
い
H

a1

桁
梁
せ
い
H

a1
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<最上階柱ヘッドバー，桁梁主筋２段，ＰＣ梁主筋１段>

a1　寸法リスト(mm)

※ヘッドバー柱主筋の定着長さは柱主筋の呼び名の数値dcの

 　16倍以上かつ桁梁せいHの3/4以上とする。

　また、柱断面の0.25％以上の柱頭補強筋（かんざし筋）を

　配置する必要がある。

Ds ： スターラップ最外径 D13(14)

Dg ： 梁主筋最外径 D25(28) ， D29(33) ， D32(36) ， D35(40)

Dc ： 柱主筋最外径 D25(28) ， D29(33) ， D32(36) ， D35(40)

dg ： 梁主筋の呼び名の数値

dc ： 柱主筋の呼び名の数値

Ap ： 支圧板寸法

190 250 225 255 300

E6-12

D35 290 320 310 330 350

a1=50+Ds+2Dg+1.5dg+Ap/2

E5-7 E5-12 E6-7 E6-9

340D32 270 300 300 320

330

D25 250 280 270 290 310

D29 260 290 290 310

E6-12

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-5-3

桁梁と定着具(埋込型)配置間隔 最上段ａ１の最小寸法
E5-7,12  E6-7,9,12

fcp≧27N/mm2

梁主筋径 E5-7 E5-12 E6-7 E6-9

ヘッドバー

桁
梁
せ
い
H

a1
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定着部配筋例（主筋：機械式定着） 固定端

VSL-6-1V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト

PP5-12

fcp≧27 N/mm2
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V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-6-2

定着部配筋例（主筋：機械式定着） 緊張端
E5-12

fcp≧27 N/mm2
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※緊張ジャッキのスペースを確保するため片持ちスラブは後施工とする

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-6-3

傾斜梁定着部配筋例（下端主筋：機械式定着） 緊張端
E5-7

fcp≧27 N/mm2
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※スラブ補強筋は、スラブ厚の中央付近に配置する。

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-7-1

定着部近傍スラブ補強例 床
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大梁のＰＣケーブルが小梁下端主筋にあたるときの配筋例

小梁主筋の大梁への定着例 小梁

V S L 工 法 標 準 設 計 シ ー ト VSL-7-2

※大梁内部でＬ3定着とする
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